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　１１月９日から１５日までの７日間、秋季全国火災予防運動が実施され
ます。
全国統一防火標語
『忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認』
［重点目標］
⑴住宅防火対策の推進（住宅用火災警報器の設置および維持管理）
⑵放火火災防止対策の推進
⑶特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底
⑷製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進
⑸多数の者が集合する催しに対する火災予防指導などの徹底

　平成30年の草加八潮消防局管内の火災発生件数は、９月末日現在で
５５件（八潮市では２3件）で、火災による死者９人、負傷者４人です（八
潮市では、死者２人、負傷者１人）。
　住宅火災による死傷者を出さないため、住宅用火災警報器を設置し
ましょう。
　また、定期的に住宅用火災警報器の点検を行い、作動状況を確認し
ましょう。

物草加八潮消防局予防課☎９９６－０６６０

秋季全国火災予防運動

３つの習慣
▼寝たばこは、絶対しない
▼ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
▼ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
４つの対策
▼逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
▼寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品
を使用する
▼火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
▼お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
－３つの習慣・４つの対策－

○健全化判断比率

比率名 説　　明
八潮市 国の基準

平成29年度
数値

早期健全化
基準※ １

財政再生
基準※ 2

実 質 赤 字 比 率 一般会計などの赤字
の大きさを表します 赤字なし １2.65% 20.00%

連結実質赤字比率 市全体の赤字の大き
さを表します 赤字なし １7.65% 30.00%

実 質 公 債 費 比 率
借入金など、その年
の返済額の大きさを
表します

7.5% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率
借入金の残高など、
今後支払わなければ
ならない負債の大き
さを表します

54.4% 350.0%

※１　健全化判断比率のいずれかの比率が、基準以上の場合、財政健全化計画の策定
が義務付けられ、自主的な改善努力による財政健全化が求められます。

※2　健全化判断比率のうち、将来負担比率を除いたいずれかの比率が基準以上の場
合、財政再生計画の策定が義務付けられ、国などの関与による確実な再生が求
められます。

○資金不足比率
区　　分 八潮市 国の基準

平成29年度 経営健全化基準※ 3

上水道事業

資金不足なし
※ 4 20.0%

公共下水道事業
稲荷伊草第二土地区画整理事業
鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業
大瀬古新田土地区画整理事業
西袋上馬場土地区画整理事業
八潮南部東一体型特定土地区画整理事業
※3　資金不足比率が、経営健全化基準以上の公営企業には、経営健全化計画の策定

が義務付けられます。
※4　各会計の事業規模に対する資金の不足額を表す指標で、全会計が国の基準を下

回っています。
＊健全化判断比率と資金不足比率の詳細は、市のホームページでご覧いただけます。

平成2９年度決算に基づく健全化判断比率等
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、八潮市の健全
化判断比率等の算定結果をお知らせします。
　八潮市の比率はいずれも、法令で定められている早期健全化基準（財
政再生基準）、経営健全化基準を下回っており、健全な財政を維持して
います。 物財政課☎奮30６
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表１　一般会計および特別会計決算額　�（単位：円、％）

区分 予算現額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

一 般 3１,096,237,000
3１,１76,062,１94 １00.3
29,600,997,429 95.2

国 民 健 康 保 険 １１,576,384,000
１１,339,535,687 98.0
１0,704,56１,534 92.5

公共下水道事業 4,4１5,603,000
4,348,569,650 98.5
4,0１7,367,568 9１.0

稲 荷 伊 草 第 二
土地区画整理事業 3１2,09１,600

１58,55１,70１ 50.8
93,383,308 29.9

鶴ヶ曽根・二丁目
土地区画整理事業 １90,098,000

１56,900,580 82.5
86,767,629 45.6

大 瀬 古 新 田
土地区画整理事業 489,00１,000

434,１6１,24１ 88.8
396,205,680 8１.0

西 袋 上 馬 場
土地区画整理事業 787,344,000

727,556,997 92.4
622,593,１33 79.１

八潮南部東一体
型特定土地区画
整 理 事 業

１,774,83１,000
１,667,082,288 93.9

１,445,990,957 8１.5

介 護 保 険 5,253,7１0,000
4,988,676,756 95.0
4,625,455,59１ 88.0 

後期高齢者医療 882,789,000 
87１,458,024 98.7 
842,723,560 95.5

表２　上水道事業会計決算額� （単位：円、％）

区分 予算額 決算額
収入率
執行率

収益的収入 2,１04,753,000 2,１35,970,366 １0１.5
収益的支出 １,877,594,000 １,789,896,740 95.3
資本的収入 699,966,000 684,１8１,１5１ 97.7
資本的支出 １,270,033,000 １,059,546,279 83.4
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